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第　

回
吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会

　

吉
井
勇
に
と
っ
て
九
州
は
、

若
い
頃
に
『
五
足
の
靴
』
の
旅

で
訪
れ
る
な
ど
、
彼
の
文
学
に

多
大
な
影
響
を
与
え
た
土
地
で

し
た
。
特
に
、
南
蛮
文
化
や
異

国
情
緒
に
影
響
を
受
け
た
長
崎

や
、
偉
大
な
祖
父
吉
井
友
實
の

故
郷
で
あ
る
薩
摩
へ
の
思
い
は

格
別
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

吉
井
勇
記
念
館
で
は
、
企
画
展

「
吉
井
勇
、
九
州
へ
の
旅
衣
」

と
題
し
て
、
勇
に
と
っ
て
の
九

州
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
展
示

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
期
間
】
５
月
29
日
（
水
）
〜

７
月
29
日
（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】
市
立
吉
井

勇
記
念
館
☎
58
・
２
２
２
０

　　

   

第
55
回
子
ど
も
の
読
書
週
間

【
期
間
】
４
月
23
日
（
火
）
〜

５
月
12
日
（
日
）

【
標
語
】
た
く
さ
ん
読
ん
で
大

き
く
な
あ
れ

「
小
さ
な
子
ど
も
に
絵
本
を
見

せ
て
い
る
光
景
を
見
る
と
、
微

笑
ま
し
く
な
り
ま
す
。
た
く
さ

ん
読
ん
で
、
本
と
共
に
成
長
し
、

心
か
ら
好
き
な
本
に
出
会
え
ま

す
よ
う
に
。
そ
し
て
大
き
く
な

っ
た
と
き
、
思
い
出
に
な
る
も

の
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
」

（
入
選
標
語
の
作
者
の
こ
と

ば
）

         

世
界
の
絵
本
展

　

読
書
週
間
に
合
わ
せ
て
本
館

で
は
、
高
知
工
科
大
学
付
属
情

報
図
書
館
か
ら
借
り
受
け
た
図

書
、
世
界
の
絵
本
を
展
示
し
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・

ス
ペ
イ
ン
・
ド
イ
ツ
・
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
・
ベ
ト
ナ
ム
・
中
国
・

韓
国
・
台
湾
な
ど
の
本
180
冊
を

展
示
し
て
い
ま
す
。
『
は
ら
ぺ

こ
あ
お
む
し
』
は
、
フ
ラ
ン

ス
・
韓
国
・
中
国
・
ア
メ
リ

カ
・
台
湾
な
ど
で
翻
訳
さ
れ
て

い
ま
す
。
各
国
の
本
に
触
れ
て

み
る
良
い
機
会
で
す
の
で
ぜ
ひ

子
ど
も
さ
ん
と
ご
一
緒
に
ご
来

館
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
香
北
分
館
で
は
、

《
今
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
》

を
テ
ー
マ
に
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
お
薦
め
の
本

を
、
物
部
分
館
で
は
《
ま
た
ひ

と
つ
成
長
し
た
ね
》
を
テ
ー
マ

に
学
校
生
活
や
友
だ
ち
の
本
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

      

山
田
お
は
な
し
の
会

「
山
田
お
は
な
し
の
会
」
で

は
、
お
気
に
入
り
の
絵
本
の
紹

介
や
読
み
聞
か
せ
の
練
習
や
、

子
ど
も
の
本
に
つ
い
て
の
情
報

交
換
を
し
て
い
ま
す
。
絵
本
が

好
き
な
方
、
地
域
や
学
校
で
読

み
聞
か
せ
を
し
て
い
る
方
、
こ

れ
か
ら
し
て
み
た
い
方
な
ど
、

ど
な
た
も
お
気
軽
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
一
緒
に
絵
本
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

【
開
催
日
】
奇
数
月
第
３
水
曜

25
年
度
第
１
回
は
、
５
月
15
日

（
水
）
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

【
場
所
】
本
館
２
階

【
問
い
合
わ
せ
先
】
図
書
館

☎
53
・
０
３
０
１　
　

市
立
図
書
館

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

吉
井
勇
記
念
館
だ
よ
り

３．１１行方不明

石村博子　著

今、どこにいるの？ま

だ、帰らない。東日本大

震災から２年。行方不明

者と共に生きようとする

家族たちの想いを描いた

ヒューマンドキュメント。

おいしいご当地
スーパーマーケット

森井ユカ　著

雑貨マニアが日本一周し

て厳選した１，０１５点！

ルックスにひかれて、思

わずカゴに入れちゃった

地元の味。高知の食品

は？

正義のセ（１～３）

阿川佐和子　著

２５歳独身、豆腐屋の娘

凜々子。子どもの頃から

正義感が強く、晴れて念

願の検事となり意欲に燃

えるものの、苦戦の連続

…。

【
受
賞
作
品
・
一
般
の
部
】

吉
井
勇
大
賞　

「
力
ま
ず
に
鍬
の
重
さ
を
打
つ
が
よ
し
」

母
の
声
す
る
春
草
う
て
ば　

高
知
市　

上
杉
芳
子

吉
井
勇
賞　

掃
き
寄
す
る
欅
の
落
葉
細
杷
の
目
を
漏
れ
し
一
葉
が
吹
か
れ
ゆ
き
た
り

                                             　
　
　

大
分
市　

山
崎
美
智
子

佳
作　

横
倉
山
に
夕
陽
落
ち
ゆ
き
田
を
行
け
ば
刈
り
跡
の
藁
仄
か
に
温
し　

佐
川
町　

う
ち
だ
ゆ
み

「
レ
ジ
袋
お
つ
け
し
ま
す
か
」
四
歳
が
声
弾
ま
せ
て
赤
い
レ
ジ
打
つ

高
松
市　

岡
田
正
子

河
波
を
ま
し
ろ
き
音
符
の
の
ぼ
り
ゆ
く
リ
ズ
ム
合
は
せ
て
ゆ
り
か
も
め
一
列

高
知
市　

森
田
睦
子

玉
井
清
弘
賞

星
々
を
斗
賀
野
盆
地
に
映
し
お
り
鏡
の
如
く
に
冬
の
水
張
り
田　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

           

佐
川
町　

和
田
由
香

　
　
　
　

【
受
賞
作
品
・
学
生
の
部
】

吉
井
勇
大
賞

そ
れ
ぞ
れ
が
夢
叶
え
よ
う
と
起
立
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
校
四
月
初
日
が
始
ま
る　
　

　
　
　
　

長
崎
県
立
諫
早
農
業
高
等
学
校
１
年　

橋
本
佳
季

吉
井
勇
賞

半
袖
シ
ャ
ツ
白
一
色
に
衣
替
え
し
た
日
は
部
活
の
腕
が
際
立
つ

　
　
　
　
　
　
　

長
崎
県
立
諫
早
農
業
高
等
学
校
３
年　

舛
田
和
耶

佳
作

雪
が
降
り
外
に
飛
び
出
て
手
形
付
け
誇
ら
し
げ
に
子
供
が
戻
る

　
　
　
　
　
　
　

長
崎
県
立
諫
早
農
業
高
等
学
校
１
年　

大
島
健
斗

揺
れ
て
い
る
期
待
と
不
安
の
ヤ
ジ
ロ
ベ
ー
学
校
に
着
く
と
不
安
に
傾
く

　
　
　
　
　
　

長
崎
県
立
諫
早
農
業
高
等
学
校
１
年　

丸
田
亜
衣
菜

す
す
き
野
の
夕
日
に
染
ま
る
空
の
上
と
び
い
く
蜻
蛉
の
は
ね
が
か
が
や
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

     　
　

山
田
小
学
校
６
年　

小
川
詩
歩

玉
井
清
弘
賞

群
青
の
空
に
入
道
雲
の
白
私
は
私
混
じ
り
合
わ
な
い

　
　
　
　
　
　
　

長
崎
県
立
諫
早
農
業
高
等
学
校
１
年　

山
口
美
咲

 　

　

　

　

第　

回
吉
井
勇
顕
彰
短
歌
大
会

　

漂
泊
の
歌
人
吉
井
勇
の
功
績
を
顕
彰
す
る

た
め
に
開
催
し
て
い
る
本
短
歌
大
会
が
、
３

月
９
日
、
猪
野
々
集
会
所
で
開
催
さ
れ
、
全

国
各
地
か
ら
、
一
般
89
名
・
175
首
、
学
生
611

名
・
１
０
２
２
首
の
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
。

 

「
あ
る
日
、
家
の
前
に
咲
く
椿

に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
凛
と
咲

く
一
輪
の
椿
を
見
た
感
動
を
、

絵
に
描
け
た
ら…

」
と
い
う
思

い
か
ら
、
絵
筆
を
握
っ
た
片
岡

鶴
太
郎
。
今
年
、
画
業
18
年
を

迎
え
ま
す
。

　

１
９
５
４
年
（
昭
和
29
）
東

京
西
日
暮
里
に
生
ま
れ
た
片
岡

鶴
太
郎
（
本
名
＝
荻
野
繁
雄
）

は
、
幼
少
の
頃
よ
り
役
者
に
な

る
こ
と
を
夢
見
て
、
高
校
卒
業

後
、
片
岡
鶴
八
に
弟
子
入
り

し
、
そ
の
後
、
幅
広
い
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
演
じ
る
役
者
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

作
家
と
し
て
は
、
’95
年
、
東

京
に
て
初
め
て
の
個
展
『
と
ん

ぼ
の
よ
う
に
』
を
開
催
、
以

後
、
’96
年
『
心
彩
彩
』
、
’97
年

『
三
番
花
』
、
’98
年
『
門
外

漢
』
な
ど
、
毎
年
新
し
い
作
品

で
の
個
展
を
全
国
各
地
で
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
’01
年
６
月
に

は
、
初
の
海
外
個
展
を
フ
ラ
ン

ス
の
パ
リ
で
開
催
し
、
多
く
の

来
館
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
「
目
で
見
た
色
で

は
な
く
、
そ
の
時
に
感

じ
た
色
を
、
自
分
の
中

か
ら
引
き
出
す
の
が
目

標
」
と
い
う
片
岡
鶴
太

郎
の
作
品
の
中
か
ら
、

『
墨
牡
丹
』
の
シ
リ
ー

ズ
を
中
心
に
展
示
し
ま

す
。
幾
重
に
も
か
さ
な

る
淡
い
墨
色
の
花
弁
が

描
か
れ
た
大
作
「
墨
牡

丹
」
（
二
曲
屏
風
）
を

は
じ
め
、
染
め
や
焼
き

物
な
ど
が
展
示
室
に
並

び
ま
す
。

　

ま
た
、
昨

年
か
ら
南
国

土

佐

を

旅

し
、
絵
の
モ

チ
ー
フ
探
し

を
し
て
き
た

片
岡
鶴
太
郎
。
「
高
知
に
来
た

ら
、
ぜ
ひ
、
海
の
幸
を
描
き
た

い
と
思
っ
て
い
た
。
こ
の
形
が

あ
る
か
ら
、
自
然
界
で
こ
こ
ま

で
大
き
く
な
れ
た…

。
だ
か
ら

尊
い
」
と
い
う
彼
の
言
葉
の
と

お
り
、
大
海
原
で
た
く
ま
し
く

生
き
て
来
た
土
佐
の
鰹
。
白
緑

や
鮮
光
朱
、
淡
群
青
な
ど
で
描

か
れ
た
七
色
の
鰹
は
、
18
年
絵

を
描
い
て
き
た
片
岡
鶴
太
郎
が

「
今
持
っ
て
い
る
全
て
の
力
を

出
し
切
っ
た
」
と
い
う
、
と
っ

て
お
き
の
一
枚
で
す
。
「
心
で

感
じ
る
色
を
、
正
直
に
告
白
し

て
い
く
」
と
い
う
、
片
岡
鶴
太

郎
の
作
品
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。　
　
　

（
森
元　

律
）

香
美
市
立
美
術
館

ア
ー
ト
の
窓

ア
ー
ト
の
窓

片岡鶴太郎 サイン会

当日、片岡鶴太郎画集購

入の方へ、先着２００名

にサイン会の参加券を配

布します。この日は８時

３０分より開館します。

　

吉
井
勇
記
念
館
企
画
展　

吉
井
勇
、
九
州
へ
の
旅
衣

1010

く
わ

わ
ら
ほ
の　
　
　

ぬ
く

け
や
き　
　
　
　
　

 

こ
ま
ざ
ら
い

と
ん
ぼ

　

よ
こ
く
ら

６月１日（土）～７月２８日（日）

し
、
そ
の
後
、

６月１日（土）～７月２８日（日）

片岡鶴太郎展　墨牡丹
TURUTARO　KATAOKA

▲墨牡丹（部分）二曲屏風　

か
つ
お　

び
ゃ
く
ろ
く

な
な
い
ろ

せ
ん
こ
う
し
ゅ　

う
す
ぐ
ん
じ
ょ
う

▲土佐鰹　

６/８
場所　美術館

土１０時～

と
も
ざ
ね


